
 国土交通省近畿地方整備局 

Kinki Regional Development Bureau  

  Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism 

近畿地方整備局 

河川部 
 
 

配布日時 平成２９年 ９月 １日 

１４時００分 

資料配布  （滋賀県、京都府、京都市、亀岡市、大阪府、大阪市、高槻市、名張市 同日発表） 

 
件     名 

 
 大塚切れ 100 年「淀川サミット」の開催 

―淀川流域の首長等による将来のあり方についての議論― 
  

概     要 
 
 
 
 
 
 

●大正６年淀川大洪水”大塚切れ”から今年で 100 年となり、

8月 24 日発表の「淀川大塚切れ 100 年シンポジウム」と併せ

て、流域の首長等で議論する『淀川サミット』を開催します。 

●淀川サミットでは、大塚切れから 100 年を契機に淀川流域に

おける河川整備や水防災対策について、淀川流域の将来のあ

り方について首長等が議論します。 

□開催日時 平成 29年 10 月 1 日（日）10:30～12:30 

□開催場所 高槻現代劇場（高槻市野見町 2-33） 

※当日、取材をご希望の場合は、下記の問い合わせ先まで事

前にご連絡下さい。 

●また、当日は高槻市主催による『現場式典』を大塚切れが発

生した淀川右岸堤防（高槻市大塚地先）にて実施します。 

●９月４日（月）１４時００分より、近畿地方整備局の会議室

（新館）にて、大正 6年洪水や大塚切れ、淀川大塚切れ 100

年シンポジウム等について記者説明をさせていただきます。 
  

取  扱  い ９月４日（月）１４時００分 

近畿地方整備局の会議室（新館）にて記者説明を実施 
  

配 布 場 所 
 
 

近畿建設記者クラブ、大手前記者クラブ、滋賀県政記者クラブ、

京都府政記者室、京都市政記者クラブ、亀岡市政記者クラブ、大

阪府政記者会、大阪市政記者クラブ、北摂記者クラブ、名張市政

記者クラブ 
  

問 合 せ 先 
 
 
 
 
 

淀川大塚切れ 100 年イベント実行委員会 

 
＜事務局＞ 

■高槻市都市創造部下水河川企画課 072-674-7432（直通） 

課長 寺町
てらまち

  豊
ゆたか

   課長代理  西田
に し だ

 朋
とも

弘
ひろ

 

■近畿地方整備局河川部河川計画課 06-6945-6355（直通） 

課長 白井
し ら い

 宏明
ひろあき

    課長補佐  吉田
よ し だ

  公則
きみのり

 
 



 

 

平成 29 年 9 月 1 日 

淀川大塚切れ100年 

イベント実行委員会 

 

 

 

 

淀川大塚切れ１００年「淀川サミット」の開催について 

 

 

 

淀川大塚切れ１００年シンポジウムと並行して、淀川流域の各自治体首長から、改めて河川整備や水防災対策

について、地域の意志として広く発信することを目的に淀川サミットを開催します。 

淀川サミットでは、京都大学教授 中川 一氏（流域委員会専門家委員会 委員長）の話題提供を踏まえ、全

国のタイムライン作成や総合防災アドバイザーの松尾 一郎氏の進行により、淀川流域の将来のあり方について

首長等が議論します。 

また、首長等からの意見を踏まえた「淀川流域の将来のあり方に向けた提言」を取りまとめます。 

 

 

① 日 時  平成２９年１０月１日（日）１０：３０～１２：３０ ※淀川大塚切れ発生日と同日 

 

② 場 所  高槻現代劇場（高槻市野見町２－３３）レセプションルーム 

 

③ 出席者  進 行：ＮＰＯ法人 環境防災総合政策研究機機構 環境・防災研究所 副所長 

東京大学大学院 情報学環 総合防災情報研究センター 客員教授 松尾 一郎氏 

         話題提供：京都大学教授 中川 一氏 

         出席自治体：名張市 大津市 京都市 宇治市 亀岡市 八幡市 大阪市 高槻市  

                 枚方市 寝屋川市 

 

④ 内 容 話題提供（最近の水害から学ぶ）：京都大学教授 中川 一氏 

    出席首長による意見交換 

    淀川流域の将来のあり方に向けた提言取りまとめ 

 

⑤ 会議取扱 報道機関のみ傍聴可能 

 

 

 

 

 

淀川大塚切れ100年イベント実行委員会 ～淀川 未来への歩み～ 

名張市・大津市・草津市・守山市・野洲市・京都市・宇治市・亀岡市・八幡市・大阪市・高槻市・枚方市・ 

寝屋川市・三重県・滋賀県・京都府・大阪府・近畿地方整備局 



 

 

平成 29 年 9 月 1 日 

淀川大塚切れ100年 

イベント実行委員会 

 

 

淀川大塚切れ１００年に関する取組の記者説明会について 

 

大正６年に発生した淀川大塚切れから本年１０月で１００年目を迎えます。 

この節目の年に、大塚切れ以降、先人の取り組んだ治水、水防対策の苦労に思いを馳せ、今日まで淀川本川で

は大規模な破堤氾濫が発生していないことに感謝するとともに、改めて洪水に備える意識を高揚させることを目

的に関係機関が連携した取組を行うにあたり、以下のとおり記者説明会を開催します。 

 

＜淀川大塚切れ１００年に関する取組＞ 

９月１日～  １４箇所における淀川大塚切れ１００年に関するパネル展示 

１０月1日     ８：３０ ～   ９：１０     Ⅰ「現場式典」※高槻市主催 

１０：３０ ～  １２：３０      Ⅱ「淀川サミット」 

         １３：３０  ～ １６：３０    Ⅲ「淀川大塚切れ１００年シンポジウム」 

 

 ＜記者説明会＞ 

① 日時：平成２９年９月４日（月）１４：００～１５：００ 

② 場所：大阪合同庁舎第１号館 新館 ３階 河川部補助会議室 

③ 内容：大正6年洪水や大塚切れ、淀川大塚切れ100年シンポジウム等についてパネルにて説明 

 



 

 

平成 29 年 9 月 1 日 

高 槻 市 

 

 

淀川大塚切れ１００年「現場式典」の開催について 

 

 

 

大正 6 年淀川大塚切れの破堤現場において、当時の苦労に思いを馳せるとともに、その後１００年間淀川本川

が決壊せず、無事に過ごしてきたことに対し、国土交通省をはじめ、水防に携わられてきた方々へ感謝すること、

併せて今後も安心して過ごせるよう、絶え間ない治水事業及び水防活動の実施を関係者とともに未来に向けて宣

言します。 

 

 

① 日 時 平成２９年１０月１日（日）８：３０～９：１０ ※淀川大塚切れ発生日と同日 

② 場 所 大塚切れ洪水記念碑前（大阪府高槻市大塚町） 淀川右岸堤防上 

③ 出席者 高槻市長 

    淀川右岸水防事務組合  

国土交通省 近畿地方整備局長、淀川河川事務所長 

④ 内 容 大塚切れの説明（破堤範囲等） 

未来への宣言 

 

現場式典会場 

 
















